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要旨 ： 本報で は、筆者 らが構築 した 数値シ ミュ レ
ー

シ ョ ン モ デル を用い て 、街区内の 建物配置が各建物に お

ける通風 量轗 面 吸収 日射量 に与える影 響につ い て 、夏季お よび 冬季 を対象に基 礎検討を行っ tc。得 られ た

知見 を以 下に示す。1＞対 象建物 は南側 お よび 西側 に窓を有 す る こ とか ら、風 向 が南か ら西 の 場 合に大 きな 通

風量が得られた。また、北側 に位置す る建物におい ては南1則建物が気流を遮断する こ とに よ り、相対的に小 さ

な通風量を示 した。2 ）同様の 理由により、南但健 物におい て 内壁面吸収 日射量が多くなる ことが示された。

夕方には 西側建物 におい て 内壁面吸収 日射量が多くなる こ とが示された。

キーワード ： 自然通風 室 内温熱環境調節行為、通風量、内壁 面吸収 日射量、建物配置

　　　　　　　　　 1 、は じめ に

　地 球 温 暖化 を背景 と して エ ネ ル ギー
消費の 削減が 強

く求 め られ て い る 現 在、民 生家庭 部 門 に お い て もエ ネ

ル ギー
消費量の 抑制対策を講 じ る こ とが 喫緊の 課 題 で

あ る。住宅 に お け るエ ネル ギー
消費を削減する上 で 、

自然通 風 や 太 陽エ ネル ギーな どの 自 然エ ネ ル ギー
利用

は 有効 な 手 段 の
一

つ と して 位 置 付 け られ る が、こ れ ら

の 自然 エ ネル ギ
ー

を有効 に活用す る た め に は 適切 な建

築設計や住 ま い 方 の 提案が 必要 で あ る。また 、都市域

に お い て は 建物 が 密集 して い る こ と か ら 、 自然エ ネ ル

ギー
利用 ポ テ ン シ ャ ル は周辺建物 の 影響 を多分 に受け

る こ とが 予 想 され る。以上 の 背景か ら、都市域の 住宅

に お け る 自然 エ ネル ギー
利 用 ポ テ ン シ ャ ル の 定量評価

を行 うに 際 して は 、建物 自身や住ま い 方の み な らず周

辺 建 物 に 対す る 考慮 が 不 可 欠 と考 える。

　 風 環境解析 に っ い て は 、従来は 風洞実験等に よ り建

物群 の 配 置 を 考慮 した 解析 が 行 わ れ て きた。久 保 田 ら

（2000、2002） は 実在す る 270m 平 方 の 住宅地 14地 区
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を対象 と した 模型実験 に よ り、建築群 の 配置
・集合形

態 と地 区全 体の 風 通 しの 関係 に つ い て 考察して い る。

さ らに 、住宅計画 の た め の 全 国 主 要都市 にお け る グ ロ

ス 建蔽率 の 基準値 を提案 して い る。赤林 ら （2003） は

地域条件、立 地条件、建物性能条件に 関す る 指標を提

案 し、戸建住宅 の 総合 通 風 性 能 評 価指標 の 提 案を行 っ

て い る。しか し、街区環境が 居 住者 の 室内温 熱環境調

節行為や 空 調エ ネル ギー消費、照明 エ ネル ギ
ー

消費に

与 え る影響 につ い て 考察 し た 研究 は 十分 で は な い とい

うの が 現状 で あ る 。 そ こ で 本研究 で は、羽原ら （2005）

が構築 し た 住宅 エ ネ ル ギ
ー

消費予測手 法 「SCIENCE

vent 」 を適用 し、街区内の 建物配置 が 自然通 風利用や

空調エ ネル ギ
ー

消費、照明エ ネル ギー
消費に 与 え る影

響 に 関す る検討 を行 うこ と を目的 とす る 。 本報 で は、

街区形状 を考慮した 上 で の 室内 にお ける換気量 お よび

放射環境 にっ い て 、夏季 お よび 冬季 に 関 して 基礎 的検

討 を行 っ た 結果を報告す る。

　　　　　　　　 2 ．計 算方法

　羽原 ら （2004、2005） は 室 内熱気流環境解析 コ ード

SCIENCE （大西 ら、1995）を基 に、　CFDモ デル に よる 定

常的 な 建 物 周辺 気 流 お よび 室 内 気 流 解 析 、熱負荷計算

モ デ ル 、さ ら に は 、換気回 路網モ デル に よ る 非定 常室

内温 熱環境 お よび空調用エ ネル ギ
ー

消費量 の 予測数値

モ デ ル を構築 し た。数値 モ デル の 概要を Fig．1 に 示す。

本モ デル は 屋外 ・室 内 風環境解析、屋 外 ・室 内放 射環

境解析、室内温熱環境解析 の 3 パ ートか ら構成され て

い る。各 パ ートは 独立 して解析を行 い 、屋外 ・室内風

環境解析 お よ び屋 外 ・室内放射環境解析 で は 、室 内温

熱環境解析 で 用 い る 各種デ
ー

タ を事前に 整備す る。屋

外 ・室内風環境解析 で は室 内気流速 お よ び 窓 面風 圧 係

数を整備す る。屋 外 ・室 内 放射環境解析 で は 長 波、短

波 の 吸収係数お よ び 形態係数を 整備す る 。
こ れ ら事前

に整備 さ れ た データ を 基 に 、室内 温 熱環境解析 で は

時々 刻々 の 空 調エ ネル ギー消費や居住者 の 室内温 熱環

境調節行為を 予 測す る 。
こ こ で 用 い る室 内温熱環境調

節行 為 モ デル は 、室中央床上 1．2m に おけ る風速修正 気

温 （堀越 ら、1985）を室 内 温熱環境 の 快適性評価指標

と し て 、各 室 に お け る 空 調 手 法 を決 定す る。選 択 され

る空 調手法 は 、夏季 に つ い て は 「通 風 」、「冷房」、「閉

鎖 （在室者 は い る が、冷房も通風 も行 っ て い ない 状態）」、

冬季 に つ い て は 「暖房 」、「閉鎖」 で あ る。室内温熱環

境調節行為モ デ ル の 概 要 を 夏 季 に つ い て Fig，2、冬季

に っ い て Fig．3に 示 す 。 なお 、室内温 熱環境調節行為

モ デル の 詳 細 に つ い て は羽原 ら （2005）を参照された

い 。
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D 計算 条件 　 計算を行うに 際 して設定した屋外条

、 建 物 仕 様 、 住 ま い 方 に 関 す る詳

を以下 に 示す。

3 ，1 屋 外 条 件 気 象 条 件 に は拡張 アメ ダ ス 気 象 デー

（日本建築学 会、 2000 ） の 標準データ （大阪 ） の

ち、

季 を想
定
して 46N 工 工一 Eleotronio 　
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7 月 1 日か ら 9 月 30 日、冬季を想 定 して 12月 1 日か

ら 2 月 28 日の デー
タを用い た 。 街 区 条件 と して は 6

戸 の 建物 が 南北方向に 2 戸 、東西方向 に 3 戸 並 ん だ ブ

ロ ッ ク形状を想定 した。また、6 戸 の 周辺には建物群

が存在 しな い 状態を想定 し た。建物番号 と し て 北側 の

西 か ら 1，2，3、南側 の 西 か ら 4，5，6 とす る。街 区 形状

を Fig．4 に 示 す 。

3．2　建物仕様

　対 象建物に は 日本建築学会標準戸 建住 宅 （宇 田 川 、

1985） の 木造を用い た 。 住宅平面図 を Fig，5 に示 す 。

なお 、気流計算の 簡単化 の た め 陸屋根仕様 に 変更 した。

断熱仕様 は 旧省 エ ネル ギー基準相当、断熱 工 法 は 内断

熱 、窓ガラス は普通単層ガ ラ ス と し、窓 の 上端 か ら

0．20皿 の 位置に出寸法 0．65m の 庇を設定 して い る。

3．3 住 ま い 方

　冷暖房設定温 湿度は 冷房時 が 27℃ の 60％、暖房時が

21℃ と した 。 開放パ ターン は 室内 ドア に つ い て は すべ

て 閉鎖、窓に つ い て は 在室者 の あ る 室に 面 す る も の の

み 開放す る もの と し た 。 また 在室お よび機器発 熱 ス ケ

ジ ュ
ー

ル は、生活 ス ケ ジ ュ
ー

ル 自動作成 プ ロ グラ ム

「SCHEDULE 」 （石 田、1996）を用 い て 決定 し た。

ど
誠 照 瀧

・　　　  
　 　 　 　 　 1m　 　 　 　 　 　 　 　 　 lm

† 2 a

1m 　　　　　　　 lr冂

4 5 6

輸

Figure　4　B1  k　Shape

　　 4 ．風環境解析および放射環境解析結果

　風 環 境解析結果 と して 室内 に お け る通 風 量 、放射環

境解析結果 と して 室内に お け る 内壁 面 吸 収 日射 量 を各

建物問 で 比 較 し た 結果を以 下 に 示 す。

4．1 通風量比較結果

　各建物 に お け る 16方位 別 の 通風 量 を 比較 した。居間

お よび 主 寝 室 に 関す る 結果 を Fig．6 お よ び Fig．7 に 示

す 。 南側 に 存在す る建 物 番号 4 か ら 6 に 関 し て は、風

向が南か ら西 の 場合 に 大きな通 風量が得 られ る こ とが

分 か る。ま た 、居 間 に お い て は 風 向が 西 の 場合 に 建物

番号 1および 4 に おい て 大きな通風量 が 得 られ て い る。

こ れは、居間および 主 寝室 は南側 と西側 に 窓を有す る

こ とに よ る。南側 に 建物 が存在す る建物番号 1 か ら 3

に っ い て は、南側建物 が 気流を遮蔽す る こ と に よ り、

相 対 的 に小 さな 通 風 量 を示 した 。

4．2　内壁面 吸収 日射量 比 較結 果

　各建物 の 居間お よ び 主 寝 室 に 進入 し、室 内壁 面 に 吸

収 された 日射量 に 関す る結果を夏季および冬季 の 典型

目につ い て Fig．8 お よ び Fig．9 に示 す。居間お よび 主

寝室 は 南側 と 西側 に 窓 を有 す る こ とか ら、建 物 番 号 1

か ら 3 よ り も建物番号 4 か ら 6 に お い て 内壁面 吸収 日

射量 が多い こ とが 分 か る。ま た、夏季 の 夕方 の 時間帯

に お い て は 夕 日 の 影 響 を受 け て 、北 側 建 物 で は建 物 番

号 1、南側 建物 で は 建物 番 号 4 の 内壁 面 吸 収 日射 量 が

顕著 に多 い こ とが分 か る。また、夏季、冬季 ともに正

午前後 で 内壁面吸収 日射量 が 減少 して い る が 、こ れ は
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Figure　5　Plan　ofthe 　Standard　Residential　House 　Model
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窓 の 上 端 に 庇 を設置 し て お り、そ の 影響 に よ る もの で

あ る。

　　　　　　　　　 5 ．ま とめ

　本報 で は 、数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン モ デル を用 い て、
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街 区内の 建物 配 置 が 住宅の 室内 に お ける 通 風 量 お よ び

放 射 環 境 に及 ぼす 影 響 に つ い て 検 討 を行 っ た。以 下 に

ま と め を示 す 。

1 ）窓を有す る南側お よび西側 か らの 風向で 大きな通

風量 が 得 られた。また、北側建物 に お い て は 南側建物

に 気流を遮蔽 され る ため比 較的小 さな通風量を示 し た。

2 ） 窓 を有す る南側お よび 西 側 の 建 物 に お い て 大 き な

内壁 面 吸収 日射 量 を示 した。 日 中に お い て は 南側 、夕

方 に お い て は 西 側 の 建物で の 増加 が 再現 され た 。
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